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３．平成３０年度の研究の特筆すべき成果 

センサー，情報通信，クラウドコンピューティングなどを基盤としたInternet of Things 

(IoT)技術によって，様々に異なる使用条件（Usage）や環境条件（Environment）の下で稼働

するデバイスやシステムについて，その品質・信頼性・安全性のパラメータの状態（Condition）

と条件を常時監視し，個々に最適化されたリスクコミュニケーションの確立に向けた研究を

進めている． 
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 平成３０年度には，以下の３項目を中心に研究を進めた． 

I. 社会インフラ・自動車設計における品質・信頼性に関する不具合の構造分析を実施し，

創発的不具合の発生の特徴の定量化と，設計及びモニタリングの視点に関する検討を

行った（雑誌論文[4]，学会発表[11, 13, 20, 21, 23]） 

II. 微細化によって外部／内部ストレスに避けがたい変動を生じる最先端電子デバイスの

寿命分布について，故障物理の従来研究に基づく事前情報を用いてベイズ推論を行う

手法の検討，評価と，実データによる有効性検証を行った．（雑誌論文[1, 3, 6, 7], 学会

発表[1-6, 8-10]） 

III. オン／オフグリッドにおけるエネルギーの使用モニタリングデータに基づき，人工知能に

よる消費の予測や，最適なグルーピングによるレジリエントなグリッドの運用を実現する

ための基礎研究と，Society 5.0 の実現のための基盤を指向した新しいグリッドプラットフ

ォームの設計と試作を行った．（雑誌論文[2, 5, 8], 学会発表[7, 12, 13-16, 18, 19]） 

 

４．平成３０年度の研究成果の公表実績 

  (主催した研究会・シンポジウム、研究成果の発信状況等) 

① 研究会の開催 

基盤研究（A）「リスクモードとオンラインモニタリング技術高度化に着目した未然防止体系

の新展開」（研究代表者：鈴木和幸，H27-31）の活動を基盤に，２回／年の研究総会を開催

した． 

② 信頼性・安全性の確保に関する研究と啓蒙普及 

ニュージーランド Victoria University of Wellington の Prof. Stefanka Chukova をお迎え

し，信頼性・保全性の理論モデルとその応用に関するワークショップを行った．

Geometric process（GP）と Geometric-like process（GLP）の概要に関するチュートリア

ル講演を通じて，単調傾向が観察される現象のモデリングにおけるそれらの有用性に

ついて議論した．Warranty analysis の分野における GP の応用に関連する重要な結果

が示され，今後の様々な分野に関する議論が展開された． 

③ 各種の産官学研究会への参画 

最新の故障メカニズムに関する情報と，現状の課題を収集し，同時にこれまでの研究

結果を展開するため，産官学の参加による各種研究会に参加し，講演や委員活動を

行なった．今年度は，昨年度に引き続き JEITA（電子情報技術産業協会）の半導体信

頼性技術委員会に客員として参加して，故障物理を基盤とした電子部品の信頼性認

定に関する国際規格の改訂案作成と議論を行った．現在，この内容に基づく改訂版の

発行作業中である．また，JAXA /JAMSS で行われている宇宙用部品への民生デバイ

スの適用に関するガイドライン検討に参画した． 

 

５．外部資金の獲得状況 

(種別・種目・相手機関(企業)・研究題目・代表者名・直接経費額・間接経費額) 

 



1. 科研費（基盤研究(Ａ)） 日本学術振興会 「リスクモードとオンラインモニタリング技術高度化に

着目した未然防止体系の新展開」        

代表者名：鈴木和幸 直接経費 4,900,000 円・間接経費 1,470,000 円 

2. 科研費（基盤研究（A））日本学術振興会 「市民・行政・専門家の連携による環境監視・減災支援

基盤の構築と社会実装」        

代表者名：田中健次 直接経費 7,000,000 円・間接経費 2,100,000 円 

3. 科研費（基盤研究(Ｃ)）日本学術振興会「多変量寿命データの時間尺度関数に関する研究」 

 代表者名：山本渉 直接経費 500,000 円・間接経費 150,000 円 

4. 科研費（挑戦的研究・開拓）日本学術振興会「協調給電による再生可能エネルギー指向自律分

散グリッドの開発と実証」        

代表者名：横川慎二 直接経費 6,700,000 円・間接経費 2,010,000 円 

5. 科研費（基盤研究(C) ）日本学術振興会「高信頼性・安全性システムのためのオンライン状態

監視に基づく動的な保全計画」        

代表者名：金路 直接経費600,000 円・間接経費 180,000 円 

その他，横川，田中が代表者となる民間企業との共同研究３件，学術相談２件 

 

６．今後の研究発展 

ToT，ICT を活用した Validation を実現することを主眼としたモニタリングシステムに関する研究

の完成と社会実装を目的として，研究を進展させる．平成３０年度までの成果に基づく品質・信頼

性アーキテクチャのユースケースを活用し，社会実装のためのモデルケースを確立する．そのた

めに必要となるデータベースと，ツールの整備を今日まで行ってきた. それらを基盤として，平成３

１年度より特定の自動車製造企業との共同研究を開始し，実証・検証を行う．また，メンバーの研

究成果を体系的に導入するため，共同研究の対象企業を中心とした社会人入学の促進を図る．こ

れらの共同研究を通じて，実証・検証の結果を公表・出版し，学術としての体系化を図る．また，

複数企業によるコンソーシアムプロジェクトを構築する. 
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その他，国内講演多数． 
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